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小•中学校の採光と照明

近視と照明

建設省建築研究所

工学博士 乾 正 雄

外国でII艮鏡をかけてカメラをもった男に会ったらそれは日

本人である， という話は有名であるが，カメラの方はともか

く，眼鏡はけっして自慢になるものではない。 II艮鏡をかけた

人のなかには近視，乱視，遠視などがあるが， とくに問題な

のは近視であり ，この近視が日本人にとくに多い。

近視のおこり方は身体の発育と関係があ り，はげしい成長

段階にあたる10~20歳の間に近視になる人がほとんどであ

り，近視の度もこの間にいちじるしく進む。近視になるかな

らないかは両親から受けついだ素質と，育っていく周囲の環

椀によってきまると言われる。辿伝的な素質の方は如何とも

しがたいが，環境の方は努ガ次第でできる限りよいものにす

ることが望まれる。

一般に暗い所で勉強しすぎると近視になるという。しかし

もしそうであれば，近年照明が明るくなっているのに近視が

増加しているのは何故かという意見が出るであろう。これは

環脱が単に照明だけではないこと を意味している。受験勉強

のはげしいことも無視できない。テレビジョンの普及も無視

できない。その一つの例として 1図の近視の罹患率の変動を

みてみると，学徒動員などのため受験勉強が減り ，しかも映

画やテレビなどの娯楽の乏しかった戦時中から戦後にかけて

近視の少ないことがわかる。

近視予防のためには，一般に次のような点に広く注意する

1図 40

戦前戦後を通近
じてゆ校生 視30
（戦前は中学．者

バ 20
生，15-17栽）の
の近視罹忍率 1

の妍滅 セ
ン 10

ふ
大正4 8 12昭2 6 10 14 18 22 26 30 34年
1915 19 23 27 31 35 39 43 47 51 55 59 

必要があろう。

(1) 読み書きは姿勢を正 しくし，書物は目から30C711以上離

して読む くせをつけること。

(2) 学校および家庭における勉強時の照明を拭的にも質的

にも十分なものにすること。

(3) 長時間勉強をするときは， 1時間ごとに10分間以上目

を休ませること。テレビを見るときも同じである。

(4) 学習以外のときはなるべく戸外に出て運動などをする

こと。

(5) 年に一度以上は視力検査を受けること。

(6) 偏食をさけること。

成長期にある児拡生徒が長時間を過ごす学校の照明のよし

あしは近視のおこり方と大きな関係がある。しかし，上に述

べたように，照明がよければ必ず近視が減るというものでも

ない。照明の目的は，単に目によいようにというだけでな

く，室内の環境を快適に保つということにあるのである。目

によい照明というだけの目的では，およそ味けないまぶしさ

がなくて明るいだけという空間ができあがってしまうであろ

う。それに対しで快適な照明をもった空間は児蛮生徒に適度

に刺戟を与え，生活の生き生きとした背猥になり ，建築物の

美しさをも生かすのである。そして，もちろん，目の疲れな

い物の見やすい空間でもあらねばならないのである。

照度の基準

まず学校はどのくらい明るければよいかを考えよう。明る

さすなわち照度の単位はJレクス (Ix)を使う。

一般に室内が何Iレクスあればよいかというと，それはその

室内での生活によって異なる。能率を上げるための作業をす

る部屋では明るいにこしたことはないし，休息のためにはい

くぶん暗い方が好ましい。教室も作業をする部屋であるから

明るい方がよいが， しかし，教室の作業は一斉授業やグルー

プ活動のちがいによっても一律なものでないし，児蛮生徒の
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目は時間を追ってあちこちと動きまわるから，その機能は複

雑である。表は JISで定められている照度の基準である。 こ

れによると教室は 200lx, 製図室のように目を酷使する部屋

では 500lxが基準となっている。これらは現段階での最低値

と考えてよく ，実際にはもう少し明るい方が望ましい。

この基準では教室などでは机の上，廊下では床面でこれだ

けの照度が得られればよいことになっている。

表 照度の基準(JISZ91I0-1964) 

照度段階 標準照度 照度範囲
場 所 作業種別

(Ix) (Ix) 

精密製図，

aaa 1000 1500-700 ミシン縫．

精密実験

製図至．視カ ・聴力の悪い生徒
図美術行閲工覧芸．製

aa 5 00 700-300 を入れる教室，黒板面

作．閉密工
作裁縫

クラス教室．特別教室.J~ 義室．
研究室.'.k:験・ 実習至図l111J!l

a 200 300-150 覧室. l'fr,Jl, f呆俎圭．給穴至．

事務圭．戟n室．会桟塞．柑内
迷動）凸

符理甜室．ロ ッカー室．手洗．
b 100 150-70 便所．昇降11, 邸下.W, 段．講

堂．集会室

C 50 70-30 バスケット ・パレー・テニスコ ソ7トボールの

ート ．非常陪段 パッテリー間

ハンドボール ・サ ッカー ・ラグ
d 20 30-15 ピーソフトボールグランド．

陸上競技玲 徒手 ・料械w投場

e 5 15-7 

f 5 7-3 構内遥祁 （孜i::H吏TII)

次に，室内に明るいところと暗いところとが混っているの

と，室内がどこも同じ程度に明るいのとではどうであろう

か。これは照度分布とよばれる問題で，教室ではいうまでも

なく室内が均ーに明るいのが理想である。席によって明るい

席とII音い席があっては不公平である。室内を均ーに明るく す

ることは人工照明では容易である。天井而にけい光ランプを

沢山配列すれば，どの席も同じように明るくなる。しかしな

がら，昼光照明，つまり窓から昼の光をとり 入れて採光する

砂合には，これは困難になる。窓際では十分すぎる明るさが

得られるが，部屋の奥では非常にII音くなってしまうのがふつ

うである。窓際では2000lxあっても室奥部では50lxしかない

教室などは珍らしくない。これでは部屋全体の平均値は高く

ても，よい照明とはいえないのである。

窓の工夫

明るい照度と均ーな照度分布を得ることは人工照明を使え

ば容易である。しかし，昼問しか使用しない小学校や中学校

の教室で人工光源を使 うのは不経済だ と考えられている。ま

た，児詔生徒に自然の光を与えることの利益は，彼等の精神

衛生上からみても， はかり知れないものがある。 そこで，

小・中学校の教室では自然採光を使うのが常道とされてい

る。自然採光によって明るい照度と均ーな照度分布を うるこ

とが， 学校照明における重要な問題とされている。

2図には各種の教室断而形の工夫をあげた。教室の照明が

2図教室の各種採光
断面とその照度分布

UさLつさ

a. u さ. L 

ロb. 上部砿駐ガラス

『二］
c. 上部ガラスプロ ック

「ニd. 水平ルーパーフィン、［
e. ペネチャンプラインドピ/
f. i>i面採光ー 1

~---
g. 両面採光ー 2

二I・ ノースライト モニ クー

戸
k. クロスライトモニクー

よいかわるいかは，その断而形

によって大ざっぱに判断する こ

とができる。 ここ で各断而中に

書き入れてある曲線は照度分布

の変化を示している。 aのひさ

しのない場合が，何の工夫もさ

れていない教室の断而である。

単に片側に窓があるだけであ

る。そして窓ぎわが極端に明る

く，室奥が暗い。ひさしをつけ

ると，窓ぎわはひさしの影孵で

少し暗 くなり ，室奥はひさしに

当った光が天井に反射して室奥

に達するので，かえって明る＜

なる。照明の状態はかなり改善

される。 b~eのような窓の工夫

によっても同様な効果が得られ

る。 fとeとは両側から採光し

ている例で，こうすれば，やは

り照度は高く，均ーにできる。

h~ kはさらに天窓をもってい

る例で，これらは照明の状態と

してはもっともよい。天窓の光

は明るいし，室内のどこへも容

易にとどくからである。 しかし

ながら，天窓は平屋か建物の最

上階にしか作ることができない

ことは注慈する必要がある。し

たがって 3階建の校舎では 3階

部分以外に天窓採光はできない

ことになる。

3図は人工照明を使えば照度

を均ーにすることが容易である

ことを説明する図である。

このようにランプを 3か所に

つけただけでも，かなりよい照

3図人工照明における光源の間隔と照度分布(S<l.5Hにとる）
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明状態にすることができる。人工照明は天候や時間にかかわ

らず一定の明るさを与えることも大きな利点である。

さて，人工照明のすぐれた特質と，自然採光のよさとを組

合わせるということも最近では行なわれるようになった。 こ

れを4図の例で説明しよう。

この教室では左側の窓から自然採光され，右側の室奥の天

井に人工光源がおかれている。こうすることによって全体の

照度も商く ，比較的均ーにもできるばかりでなく ，天候や時

間にかかわらず明るくて，戸外の自然にもつながった快適な

深災が得られるのである。この人工光源の位t代では，夜は左側

4図昼光と人工光との がII音くて使えないが，

併用照度 それは夜問使わないの

であるからさしつかえ

ない。この方式は，こ

れからの学校照明に推

奨できる。

黒板の問題

これまでは，児童生徒の机の上に明るさのことを考えてき

た。教室における今一つの問題としては黒板の照明が重要で

ある。

黒板での大きな問題は「黒板が光ってみにくい」というこ

とである。これは黒板の材質の光沢の問題でもあるから，無

光沢の耐靡耗性のある よい黒板を使うことが，まず大切であ

る。

次に，自然採光では 5図aのように，左側の窓からの光が

最前列最奥部の席からみてまぶしいということが多い。これ

を防ぐにはこのように窓の前の方だけ少しカーテ ンをひけば

よいのであるが，これは実際には行なわれていないことが多

い。 うす暗くなって不快だからであろう。 5図 bの曲面黒板

5図黒板のまぶしさを
や Cの折りたたみ黒板

防ぐくふぅ によ っても このまぶし

L、 -~ I L さは防げるが，これも

裔くつくのと，取り扱

いがifii倒なため，あま

り普及していない。

このまぶしさを防ぐ

にも，黒板上の適当な

(a)忠板が光らないように窓ぎ

わをカーテンなどでおおう

r
 

］ 位侶に人工照明をつけ

(b)曲 1hi馬板

L斤'.Q□:ヅ!
るのが効果がある。 こ

れも現状では小 ・中学

校でつけていると ころ

はほとんどないが，今
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度は普及させたいものである。黒板が十分に明るくて，まぶ

しさがなく ，字がみやすいことは非常に重要である。児滋，

生徒にすれば，白いノ ー トと暗い黒板の問を目が往復してい

るわけであり，ただでさえ，暗い黒板がみにく くては目を非

常に酷使することになるからである。

i ー・・....._:, _ _ _  , _____ ,,, ____  ,, ____ ._,,, ___  ,,,,,,,,,, _ __ ~ 

i 片々草 t
~ 

I 、 !
志 ■いのち

I 

: ! 
I 
： 他人の若い心臓が胸の中で鼓動を打っている。妙 ； 

t 

！ な幻此にと らわれる。 ［ 
｀ 幻此でない。 心臓交換手術が成功し，世界中の関 し

I 
心が南アフ リカに注がれている現実である。 : 

［ 
■ いのち ！ 

幼ない生命がふたつ，飢と寒さで昇天した。昇天 ！ 
なんかできるかと幼ない声が訴える。親とは何な t i 

I 
： 
！ 

死刑を罪悪だといいながらの大拭殺似はいかなる

のか。

■ いのち

核という悪炭のにらみがあっても， 戦争はつづ

き，若い生命が失われていく。

論拠の屈付けをもつか。

1 
I ■ いのち

でも，でも，いのちは大切なもの，その保持のた t 
めに，その健康のために懸命な努力が払われなけ ！ 

u 

ればならない。 cs, 0) i 
I 

i i I !,,..,,,,_=-・ ダ_. .,,.,,, _ _ _  ,,  ヽ• •ヽ,,ー、ター--・,,_,_・-----.,, ● ,,  タ,,,___  ,:, 
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新しい健康教育の推進について

兵廊県教脊委員会

学校保健課長 巨田泰信

の錬成の場ではなくなり ．両親の感桔生活もこまやかさが薄

—現代社会のひずみ— れ，兄弟や友だち問の友情も乏しいものになってきている。

また現代は，家族あって家庭はないともいわれる。すなわち

まず，からだがじょうぶ，次に性例がすなおで明る＜ ，ま 一応は現代的生活であるが，心の対話がないために親子の惰

わりのみんなと仲よくし，他人に迷惑をかけない。その 上 緒の結びつきが失われつつあり ，いいかえれば家庭が心理的

に，よく勉強してよい成績をとってくれる子。これが，世の に崩壊しているともいえよう。

親が子どもにかける素ぼくな願いであるはずである。 日本人は子どもを甘やかすとよくいわれるが，今はむしろ

ところが，おとなはみんな，すべての親が果してこんな気 親が子に甘えているのではなかろうか。このことは．オ［！次ぐ

持でいてくれるだろうか。また，おとな自身の気梢えはどん 母子心中事件や年ごとにふえる自殺 (20~25歳台がトップ，

なものであろうか。 次いで60歳台の老人阿）が無言の襄書きをしている。

ある大企業で，毎年 600人の新規採用をするが，社長に，

0. 3人取締役に 2人しかなれず転出死亡が50人もあり ，残りの 一ー未来からの呼びかけ―

500余人はせいぜい課長どまりと発表している。このことは，

中小企業や学者の場合でも同じようなことがいえそうで，今 世の中は，想像以上のテンボで進歩している。この調子で

の社会はもちろん，これからの社会は高学歴者がますますふ いけば10年先， 20年先，いったいどうなるか見当もつかな

え，人人9 の才能もみがかれるだろうが，指埒者のボストはふ い。今こそ教育は，未来からの呼びかけに答えるものでなけ

えるわけではない。したがって，せり合いはますます激しく ればな らない。

なり ，狡猾で利己的な，要領のいい人ばかりふえ，あせり ， 子どもたちが，現在どうかということだけでなく ，成人し

不満の領向がひどくなるだろう。いわゆる精神不安定症であ たときに生活できる強い力が今から形成されなければならな

る。多くのひとは，そのうちにあきらめて小立身出世主義に い。すなわち未来に対して対抗できる力を教育 しなければな

落ちつくだろう。また，集団生活様式の中では，見せかけの らないのであって，今の世の中で適応する力をいかにこまか

脊児や隣近所に引きずられた 「家庭づくり」が始まる。 ＜綿密に教育しても，それはほとんど意味がない。彼らの行

このように，おと な自身が精神的にゆがめられ，やがては く手が，もはや学歴などにおんぶして生きていけるような生

あきらめや妥協に沈み，肉体も複雑な探度にむしばまれれば やさしい社会ではないことを予見すべきであろう。

もはや，は気も精気もどこへやら，ただ片すみの小さなしあ さて，子どもの基礎体贋は，男子は13~15歳を中心に18歳

わせの充足を目標とするくらしに甘んじるようになってしま で，女子は10~15歳で完成する。したがって体党の改善はそ

つ。 れまでに考慰すべきであり ，なお妊娠中，乳柏つ生えかわる

あげくの果ては，人間性道徳性を現金化し，本能的衝動を 6歳時および永久歯の生える13歳の時期が大事であるといわ

漑足させるためだけのレジャーに飛びついて，かえっていた れる。

ずらにくたびれが増すばかりとなっていく。 脳も，6歳で80%,13歳で完成する。 140低の隣細胞は成

長してもふえるわけではなく ，壊れても新生しない。いわゆ

—親子の結びつき— る頭のよしあしには，!Ii靭の重さは全然関係なく ，！！雌細胞同志

のつながりが人間形成にもっとも大切なことになる。勉強す

人間の性格のほとんどは，幼児期に家庭で作られるといわ ることは，ダイヤルを合せるようなものであ り，教育は注入

れている。ところが，家庭の小人数化により家庭が人間関係 するものではなく ，引き出すものというのはここにある。



6

どもつくりに専念する進学ママの横行となり ，学校において

一体格は向上したというが一ー も有名校への進学率を上げることを第一の目標，自慢の種に

するに至っている。

広義の体力は，身体と精神とに分かれる。身体は（本格体質 このままでは，現在の保健上の問題が悪化するばかりでな

および狭義の体力とに分けられよう。また狭義の体力は， 運 <, 21世紀へのこどもつくりは，砂上の楼閣といっても過言

動能力，生理能力および抵抗力とに分けられる。別のいい方 ではない。

をすれば，体力とは生命を維持するからだの抵抗力と積極的 そこで，このたび本県において，全国にさきがけて「た＜

行動力や持久力である。 ましいからだ， ゆたかなこころ」のスローガンを掲げ， 学

ほんとうの体育は，強，健，剛を目的とするものではなく 校，家庭，社会のいわゆる「三つのコンビ，一つの広場」の

健康を目的とするものでなくてはならない。 もとに，幼 ・小 ・中 ・高校を縦の軸に，県関係部局はもちろ

最近，児蛮生徒の体格は向上したとよくいわれる。川畑は ん，あらゆる機関団体と緊密な連けいを保ちながら．下記の

このことを発育発達の促進現象と名付けている。見かけだけ ょうな 4つの実践目標をもって，県下一せいに籾極的に推進

でもよくなったとは，よかったことにちがいないが，反面， するよう体制を固めつつある。

性成熟の前傾，心身の不調和，体格のア ンバランス，スタミ

ナの貧困および精神神経系等の深刻な問題が指摘されてい (1) 生命の尊重と健康生活の科学化

る。 具体的には，安全教育の徹底，病気の予防，環境の浄化，

私も， 41年末，本県学童の健康診断結果等をまとめてみた 食生活の改善，公害問題等を総合的前進的に究明する。

が，高血圧症，たん白尿，あるいは体育時間中の捻挫骨折の

増加から， 「高校生に老化現象あらわる」と表現発表 した。 (2) 体力の向上とレクリエーション活動の普及

また，近視が小学入学時に 2.2%あり，この被患率が小学高 最近の体カテストの結果から，運動能力は低下の傾向にあ

学年と中学 3年に急増するこ-は，家庭における環境，しつ り，とくに持久力がかなり劣ってきている。そこで手軽にで

けや進学競争が大きく影粋 していると考える。 きる体操や気楽に歩いたり走ったりすることから始めて，家

朝食をたべないで登校する生徒，交通犠牲者，高校生で単 族，部落ぐるみのスボーツ，レクリエーションの生活化を推

車等による加害者の増加など，クロ ーズアップされる問題は 進する。

まことに深刻で， r桁寒い感じさえ抱かせる。

いずれにしても，これらのことは学校だけで，その責めを (3) 「くらしの文化」の振興。

おうのは思いあがりともいうべきで，家庭，地域がそれぞれ ぁるときは機械に使われ，あるときはマスコミのとりこに

分担して，その解決に当たることが必要であり ，もはや見の なって自己を見つめる ことを忘れがちな現代にこそ，くらし

がしや妥協は許されない段階にきている。 の中に豊かな文化的営みをくふうして，より店いもの，より

美しいものを求め，人間らしさをしみじみ味わい 心のゆと

—新しいい健康教育とは一 りを見出すことが大切である。そのために，茶の問の文化運

動，グループで楽しむ文化サークル活動などで互いに手をつ

機械文明のめざましく進歩していく社会の中で，みんなが ないで，楽しい町つくり ，住みよい郷土つくりを進める。

明る＜生きがいのある生活を営むためには，健康が基礎条件

であることはいうまでもない。しかも，健康をそ害する諸条 (4) 明るい人間関係の確立。

件はさ らに増加することが予想される。 ひとりひとりが人命蒻重の精神に徹し，他人の身になって

こどもたちは，やがて成人し，来たるべき21世紀に力強く 考える連帯感を強め，家庭，学校はもちろん，社会のあらゆ

生き耐えてくれなければならない。そのためには「からだ」 る場において明るい人間関係が確立されるよう図る。そのた

と「あたま」と「こころ」が調和し，生きる喜びを味わいな めに，各種講座学級の開設，研修会や講習会等を開催して，

がら，幸福な人生をつくり出し，さらに少しでも社会に役立 自主性社会性につらなる教育活動，社会のために役立つ社会

つよう ，今から教え育てる ことこそ，われわれの責任であ 活動を強力に推進する。

る。

しかるに現実は，世をあげて知育一辺倒で，迩通いや家庭

教育等のために，学校病の治療さえ妨げられるなど， 「あた

ま」は鋭く ， 「からだ」はふらふら， 「こころ」は冷たいこ

以上が，この運動を推進する 4つの柱であるが，なお強化

策として，県下地区に健康つくり実践地区を指定し，それぞ

れの地域の中核，モデルとして，特性を生かした具体策をた
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て住民すべてが自ら進んで参加しうる体制を整えるよう指適 い遠足や盛りたくさんの修学旅行の改善および高校入試にお

する。なおこの場合，学校は旧来の学校保健計画に検討を加 ける学科試験廃止等をうち出したが，県民ひとりひとりおよ

ぇ，この運動に焦点を合わせた教育計画を確立し，特に教師 び社会全部がこの真意を理解するのに，若干の時間を要する

自身が実践者，先蒔者になることを前提とする。本県教委は ものと考える。

，本運動の一環として，すでに，夏休みの宿題廃止，歩かな 矢はすでに放たれた。誇高い前進あるのみである。
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「新潟県の学校給食諸問題について」

新椙県教育委員会上越教育事務所

技師滝沢 エイ子

.

,
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9
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1. はじめに

会性や好ましい人間関係づくり ，栄養の知識，望ましい習慎

形成などの指甜の場として学校教育にはなくてはならないも

のとなって根をおろしてきている。

戦後の学校給食は，昭和21年12月11日文部，厚生，農林三 しかし，より一恩の発｝展をめざすためには，なお多くの問

次官通達「学校給食実施の普及奨励について」によって発足 題が残されている。

したのであるが，連合軍，ララ委員会，ュニセフ，ガリオア 文部省は昭和45年ころより学校給食の全而実施，義務制を

賽金等の関連や，国庫補助の増減など幾多のう余曲折を経て 考え検討を進めている。

今日に至っているe このような時に新洞県に所在する問題点を，給食実施状況

今では学校給食は，食事を共にすることによって明るい社 を紹介しながら考えてみたいとおもう。

2. 学校給食実施状況 (41年 5月現在）

小 学 校 中 学 校 夜間定時制 合 計
区 分

完全補食 Iミルク 完全 1補食 Iミルク 完全1補食 完全 I補食 iミルク

全 学 校 数 966 423 n 1,461 

全児童生 徒数 261,434 162,438 14, 112 437,984 

，子屯
学校数

62. 5% 4.6%1 27.4% 29.6%1 3. 3% 52. 2% l::l. 9% 86. 1% 739 120 486 実 604 44 265 125 14 221 10 62 
校

施 数 計
94. 5% 85.1% 100% 1,345 913 360 72 

状 蓋 人 数 76.68%6 1 I 1. 3% 17. 5% 24. 9% 0. 9% 55. 9% 1, 74912, 363 242, 338117, 3391136, :;37 200, 1 3,473 45,654 40,403 1,503 90,883 
生

況 喜 計
95.4% 81. 7% 14, 112 396,214 249,313 132,789 

市町村別に学校給食実施状況をみると県下 116市町村のう

ち小 ・中学校とも完全給食を全面実施 していると ころは約出

のみで他は一部完全給食 ・ミルク給食を実施しているか，全

＜給食を実施していないかである。
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また小学校に比べ中学校で全く給食を実施していない所が

12市町村に及んでいる。

実施状況が市町村によってきわめて格差のあることを示 し

ている。なお新潟県の状況を全国的にながめてみると「中の

上」にあたるが，中学校の実施率は全国の 1年間のび率 5.2

％に比して新洞県 3.7% とあまりよくない状況である。

このようなペースでは中学校の完全給食達成には少なくと

も7年以上はかかる計箕になる。

完全給食実施ペースを早めるには，国の施設設備補助枠の

ひきあげ，学校給食の基幹食品ともいえるパン，ミルクの教

科密なみの取扱いがぜひとも必要であろう。

3. 給食費と栄養摂取状況について

イ 学校給食賛状況 （昭和41年 9月調）

`純食衣1 ~:.: 1 二~m~
学 校 円円銭円銭円銭

641円 607 6. 95 9. 83 6. 61 I 

学 校 円円銭円銭円銭
775円 750 訊.58 14.25 7.90 

4ヽ

中

1人 1食平均 ・小学校市部 36円82銭郡部 34円48銭

1 人 1食当り平均

ン1添加物 1贔誓ミルク代副食合計

I 

__  I __ I II 
円銭 円銭 銭 円銭 円銭 円銭

8. 45 2. 33 
I 

68 2. 27 21. 28 34. 48 

謬f~『~ 2嗜喜I ,, 嗜

・中学校市部 41円3i銭郡部 39円65銭

給食'&の 1食単価をみると小学校では最高44円00銭，最低

31円22銭，中学校では最高48円53銭，最低34円40銭と地域の

実状によって相当異っている。また給食股の中から人件毀や

雑代にまわる額が多く ，月額 100円にもおよんでいる学校も

みうけられる。これらの学校は山間へき地の役困市町村に多

く，困難な中で実施している。

それに加えて，食材料入手困難なこういう地域は，平場で

は想像できないようなコスト商になることがある。例えば，

バン 1コのねだんが基定の価格（小 85g=8円29銭）よりも

2円~3円も運搬賃が加算されたり ，調味料の砂糖，腺油，

ソース類が平場の 1割以上も高くなっている。

地域の実状によって何らかの形で国や県がJJ)J成の手をさし

のべてやらないとこれ以上学校給食の進展は望めないのでは

ないかとおもわれる。現在へき地 3級地以上の学校を対象に

1人 1食平均栄養摂取量 （昭和41年 5月調）

小学校 中学校

実施されている「泊渡へき地学校給食特別対策」を 1級地や

役困市町村まで広げ，パン， ミルクを煕位とし，さらに副食

の部も補助してやるような施策が 1日も早くくることを望ん

でいる。

口 栄養摂販状況について

年 1回の栄養週報の結果より栄養摂取状況をみると，左下

図のとおり一応「児蛮 •生徒 1 人 1 回当り平均栄義泣の基準」

に示されている批はみたされているが，ここで考えさせられ

ることは ， 必要以上に摂取さ れている）I旨肪に比較して V • A. 

v.cのとり方がすくないことである。 これではバラ ンスの

とれた食事とはいえない。もっと緑黄色野菜を多く使用し，

経費の許す範囲で果物をつけることによってその差をちぢめ

なければならない。

4. 栄簑管理について

イ 献立について

献立内容 （昭和41年 5月調）

調査献立内容 くだものI
献立数 3品献立12品献立II品献立使用回数

這 宝 I113 I 
゜

I 50 I 63 I 28 
13 // I 106 I 4 I 51 I 51 I 29 
C II I 10s I 3 I 61 I 44 I 26 

， DII I 5s I 3 I 29 I 24 I 24 
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調理内容 （昭和41年 5月調）

そ
の
他

のような開きがあるのだから県内全体をみると大へん開きの

あるのに驚く 3 いつも電話や伝票による注文ではなく ，とき

どき小売店や問屋に出向いて鮮度やねだんをたしかめること

が大切であろう 。また周囲の学校と購入価格についての意見

交換を行ない，他校との比較をすることも大切なことである。

なお，そのうえに望むならば，同じひき肉でも上質か並か

など一見して判別できる目を日ごろ蓑っておくことが学校給

食を担当する者の責務ではないだろうか。

ハ調理について

献立内容を調理別，品数別にみるとその豊かさは年々向上 毎日の献立名は異っているのだが，でき上った食事内容は

し，調理は一方にかたよることなくたいへんよろこばしい。 いつも同じようだという批判が学校給食にある。ソテーの時

しかし欲をいえば焼き物器やむし器な どの設備をととのえ， も，につけの時も，中華風煮の時も，汁物の時も，いつもい

もっと料理に変化をつけることが望まれる。 つも合成調理器のごやっ介になっているため，切り方が画一

1品献立より 2品3品献立と，つけ合せを多くすることに 的になり，調理する過程が違っていてもでき上った物がいつ

よって給食をみ力あるものにしたいものである。 も同じ形の物になってしまうのである。同じじゃがいもで

また果物や野菜はシュンの時が一番おいしくねだんもやす も，短冊に切った時と大きく乱切りにした時の味は全然違っ

い。あまり 先きばしりせずこのシュンの時期に大いに学校給 てくる。これが同じじゃがいもかとおもうほどである。

食に生かすことが大切である。 それぞれの食品にはそのものの持つ持ち味や特長がある。

それらを生かしてこそ，おいしさとか美しさが生まれてくる

ロ 仕入れについて のではないだろうか。

前記の表でわかるように，じゃがいも lh9当りの購入価格
少しの時間をさいて，手で切る愛情がほしいものである。

が20円 ~50円と ~-5 倍も異っている ， 1 つの地域をみてもこ

K地区学校給食用食品購入価格一覧表 （昭和41年 1月現在） (kg当り）

FL 卵 I 鯨 肉 I ~ピやtレースン人参 I玉ねぎ Iりんこ

イ I 207円 163円1 23円 190円 65円 36円 69円

口 I 199 - 20 190 46 50 so 

ノ、 231 17 4 23 I 190 51 38 86 

ニ 220 - - - 100 I 30 80 

ホ 235 175 23 210 65 I 41 61 

へ 190 - 50 - 70 60 -

ト 248 168 27 200 83 60 85 

チ 300 325 20 - 100 48 100 

リ ~40 228 26 204 73 49 77 I 
ヌ 236 180 23 I 226 55 35 80 

ル 195 I 170 20 I 220 / 90 30 63 

: :: ::: 1 ::: : □ ：： 力 190 198 35 216 51 30 70 

5. おわりに

以上新潟県の学校給食実施状況と問題点を

述べてきたが，給食が真に学校教育の一環と

しての真価を発揮するにはまだまだ多くの問

題が山耕している。

今後この 1つ 1つの問題点をさらに明らか

にすることによって，今後の学校給食の推進

充実向上に役立てたい。
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廃物を利用した遊具の工夫

宮城県亘理郡山元町立山下第二小学校長

星 久 諏

(1) ►''ろごろ車~ 

1. 概要 アねらい

本校は宮城県の南端に位憐し，悔岸沿いで，常磐線山下駅 祁度なバランス感立の育成

から徒歩10分，松林にかこまれた健康的な環様であり 10学級 ィ 利用物

288名の児蛮数を もつ小規模校である。 ワイヤー巻 7台

昭和42年度から「子供の遊びのなかで，体力づくりをはか これに色彩教育のねらいを考え， 外側に， 同系色，反対

ろう」との考えから，遊具の充実をはかった。既製品では金 色，保存の立場から内側はクレオソートで塗装してある。

がかかるし，割合に野性味にも乏しい。そこで手にはいる廃

物を利用し （特にワイヤー巻古タイヤ，古電柱等）先生方 ごろごろ車

のアイデアを加えて製作したものである。これを常II寺児童に

解放し気軽に使用できるようにしている。

2. 遊具製作の観点とねらい

子供たちの生活の中に子供の喜ぶ遊具をつくり ，この遊具

を，すべて子供のための体力づくりに合致させる。この観点

から

特にこの期に育成しておかなければならない調整力の姜成

に重点をおいて製作した。l'高さに対する強固な支配力

ねらい ・高度なバランス感党

・障害物を安全にとび越す能力
lの養成

これらの遊具は自 由時だけでなく ，体育時にも十分活用し

て効果をあげるよう努力している。

3. 特に考慮した点

(1) 安全性のあるもの

(2) 運動効果のあがるもの

(3) 経喪のかからぬもの

(4) 野性味のあるもの

(5) 動きのあるもの

(6) 色彩を施す

4. 遊具のいろいろ

ウ 運動のさせ方

1人遊び， 2人遊びがあり ，校庭一杯に活動している。中

型なので回転が割合にゆるやかなため危険性が少ない。

操作は相当むずかしく ，前進， バック自由にやれるには 3

日くらいかかる。

近ごろはなわを持ち， 「カウボーイごっこ」で上にのり ，

ごろごろころばしながら手でなわをまわして相手方になわを

とばすような遊びをやっている。

運動会で， 「宇宙飛行士義成訓錬」の名で競争させたが，

人気のある種目になった。高学年が多く 利用する。

(2) ロケット台と一本橋

アねらい

高い所での身体の支配力とバランス感立の蓑成
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投球板とたいこ橋 ・丸木橋

スベリ台とジャングルジムを結合させ総合的に利用できる

・高い所での知党をたしかにする

• 高いところでのバランスを保つ

・高低の移動をたしかにする

• 高いところでぶらさがる

イ利用物

・ケーブル巻大型2, 中型3,小型 1・鉄パイプ60mmL

50mm 2 • 渡し棒止金バンド ・ブロック

・古タイヤ 1 . 各種ペンキ ・ビニール製小旗

・古電柱 2本 ・クレオソート

ロケッ ト台は

・ワイヤー巻大 ・中 ・小を重ね，中心に直径60mm鉄棒

1本を通し，下はセメントで固定，上部から斜に 2本

の鉄棒（直径50mm)を固定してある。方向は南北， ぃ 力 、 一....;, • C.:.':. ・-"' 

最上端は校章をいれた小旗で風向がわかる。子供の立 ア ねらい

つ最高は 2m6QC加である。 正確な投球力脚力，の蓑成

・側部 ワイヤ巻大 ・中型をおき，電柱をわたし一本橋 イ 利用物

をつくっている。高さ平均 1m40cm ワイヤー巻大型 4

ウ 運動のさせ方 写真には 1つだけ見えているが 4つ連絡されている。

タイヤ遊び

で`4
 

＊

｛

 ＂ ～ヽ ぶ

じゃんけん遊び

すべりおり，ょ

じのぼり， とび

おり ，とびあが

り，鬼ごっこな

ど子供達はつぎ

からつぎへと遊

び方を工夫して

いる。

ジャングルジム

遊び

スベ リ台が終る

と必ず一本橋を

渡り中心部から

すべりおりる，

中 ・低学年がこの遊具を一番喜んで利用する。

(3) タイヤとぴ

アねらい

障害物を安全にとぴ越す能力や脚力の養成

イ利用物

・古タイヤ 20本 下部はセメントで固定する。

ウ 活用のし方

これは多くの学校で手軽に使用されているもので，とぴ越

し，ジグザグまわり ，輪くぐり ，肩支持倒立等体育時にも多

く利用される。

(4) 投球板とたいこ橋，丸木橋

ロケ ット台と一本橋

菫

現在はジャングルジムと．たいこ橋が電柱によってつなが

っている。

ジャングルジム

ウ 蓮動のさせ方

•投球板ー!Omの距離から板に向かってボールを投げる。色

彩によって点数がつき (100点，80点，60点， 40点） 5回

の合計点で勝負を競う。内側はたいこ橋でとんで歩く ，襄

側はよじのぼりに利用する。

・たいこ橋～投球板の内側利用，ぴょんび ょんとリズミカル”
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にとぶ，跳躍力の養成に効果がある。

・丸木橋 一番高い渡り橋で途中タイヤはしご，なわばしご

があり ，ジャングルジムにつながれている。 よじのぼり お

り，これによ って握力，筋力をつけ る。

・遊び方は，子供がいろいろと工夫するので現在は観察中で

ある。

(5) 簡易 トランボ リン

三亘言室亨
ア ねらい

空中における身体のコントロ ールと脚力の養成

イ利用物

中タイヤ14本，小ボルト18本，各タイヤを小ボルトで順に

つなぎ利用する。 4段(1) 3段(2) 2段(2)

ウ 1人または 2人組で両脚を開きタイヤの上をびょんぴ ょ

んととび順次移動して遊ぶ。下が固定されていないので横

にするとゴロゴロ車になる。

方向をいろいろと変化させて自由にできる。はなして懺い

てもよい。

子供の利用度は高い。

(6) 座呈旦
アねらい

高い所での知党をたしかにする。

イ利用物

ワイヤ巻大 2こ

鉄ばしご

タイヤ 7

電柱 1

ワイヤー巻大を 2箇

重ね，これに電柱をと

りつけ，ジャングルジ

ムと結びつける。

上はてすりのかわり

にタイヤをとりつけ

る。

下は砂塚である。

ウ 運動のさせ方

高い所へあがっての

展望台

2 m 3Ck:rn 

恐怖心をなくすことがねらいであり ，子供達がいろいろ工夫

して上にのぼることによって懸すい力を強める。

その他，現在，平行棒，タイヤ利用のもの等考案中である

が略す。

5 使用上の留意点

(1) 安全の点について常に留意する

・施設そのものの安全確保

毎週土曜日点検（危険防止）小破をみつけ修理，塗装

を施して保全に気をつける。

・運動のさせ方の指甜（使わせ方）ー教師の指群に重点

をおき使い方について十分理解させる。

とかく低学年は上学年の真似をするのでその点厳重に

注意する。

施設の段階的な使い方の指埒に特に留慈する。

・色彩による危険防止

現在は施設をつくり使わせている段階で，この遊具の使用

が子供達の（本力づくりのうえにどんな効果をあげているかを

たしかめてはいないが，子供達の活動が活発になり ，遊びが

浄化され，社会性がのばされていることはう かがい知る こと

ができる。 今後この結果がどう 子供にあらわれるか十分観察

していきたいと考えている。

編 集 室 か ら

... 'r 1967年も荘れようとしています。

今年は No38刊行10周年記念号を 1月に発行，つづい

て本号の No41号までをお Hにかけることができまし

た。

この間，お忙 しい時間を卯lいてご寄稿いただきまし

た方人9 のご芳梢に感謝いたしますとともに，紙面の都

合で掲載がおくれている方々には改めてお詫び申しあ

げます。

女例年の健康俊良校児の特集号は 目下手配中でご

ざいますので．年が改まりまして 2月にはお手もとに

差上げられる予定です。ご期待ください。

＊ なお．ご研究，ご調査，そして随箪など，健康教

育に関するご投稿を，また本誌を育てるためのご意見

など賜わりますようお願いいたします。 （係）
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近視対策について

富山県中新川郡上市町立上市中央小学校

養護教諭 野：田 直

医学が進歩し生活環境が向上すれば，当然学校における病 ずかに高いという いやな結果が出ている。そこで本年の保健

気は減少するとい う結果になるはずなのに，う歯と視力障害 課題として近視対策をとり上げ，近視者減少を目ざ し， 学校

者については，反対の傾向をしめ してきている。特に窟山県 児童，家庭が協力 して， 研究をすすめてきた。

は全国的にも近視罹患率が高く ，その県より ，本校はまたわ

1. 本校の実態

20 年次推移

10 

摘忠率、度 24 25 26'27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 

• 24年から36年までは横ばい状態であったが，37年か

ら，急に増加しているのは，一般家庭にも，大幅に

テレビが普及し，その影態を受けたためでないかと

推察している。

（表 1)学年別近視率

二 1 2 /3 !4 5 6 

全

男 I ，翌17.21 11. 01 7. 51 16. 2I 24. 4 

女 I 9. 91 18. 1j 12. 81 19. oj 28. sj 33. 3 

体 I 9. 6: 17. 71 11. 91 13. 31 22. ii 29. 0 

・表1.2から，近視率の高いのは，男子より女子，低

学年より店学年である。

・学年がすすむにつれ，中・邸度の障害者がふえてい

る。

・学年別では，2年生が多いが，これは，1年生の時

の視力検査に問題があ ったのではないかと反省して

いる。

• 本校の罹患率が高いことについて，その原因を知る

ため，家庭での生活調査や，家族の視力節害者調査，

既往歴，偏食などについて調べたが，これとい う原

因は，わからない。

（表 2)学年別視力障害程度 （人数）

ご年 1 2 3 14 5 6 計

o. 9~0. s I s I 7 I 3 1 1 I 7 1 7 1 31 

o. 7 ~ o. 6 I 6 1 9 I 4 I 7 I 5 1 s I 39 

o. 5~0. 4 1 2 I s I 7 1 s 1 13 1 10 I 49 

0. 3以下 I2 I s I 6 I 9 I 12 I 24 I 61 

計I・ I16 / 32 I 20 I 25 / 37 / 49 / 1so 

（昨年度，1回目測定結果，0.9以下の者は，1週間

後検査したところ約％は，1.0以上となった。それ

を正常視力と判定したが，2年生に新近視者の増え

たことから，仮性近視や近視が含まれていたものと

思う 。）
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• そのため今年は， 1度でも0.9以下になった児菰に対

して，かな らず専門医に受診することをすすめた。

（表 3)視力低下者の内容 （専門医受診結果）

籍 rf氏視力老1仮性近視 近視 1ぎ噂 1乱視！遠

10,<_1人11 209人 102 62 15 3 

ニI,o. 1 "・, ,,_ , I ,. , I 1. , I 
・やはり仮性近視者が非常に多い，近視者のみであれ

ば， 36年ころまでの近視罹患率と変わらないことか

ら，最近の近視率増加は，仮性近視者の増加といっ

てもよいと思う。

・低視力という結果から，すぐ，近視，仮性近視と思

いがちであるが，14.3゚ ％は，他の障害か，正常であ

ることがわかった。片眼近視，片II艮遠視の者

・近視性乱視，遠視性乱視の者

・混合性乱視の者 （近視の治療をすれば遠視が悪

化，遠視の治療をすれば近視が悪化するのでその

ままようすを見る。）

・仮性近視と診断された者

などが含まれていた。以上のことから， 1度でも裸眼視力

o. 9以下になったら， 専門医の籾密検査を受ける必要を痛感

した。

在

7
 

常

17 

正
性
視

4

視

3

L

-

遠
乱視

3.4 8.1 

(2)視カカードの活用

①学校，家庭，医師の連絡をス

ムーズにし，治療状況，視力

変化等お互に理解する。

② 6年間の視力の変化を見る。

③指消事項を記録し，協力して

もらう。

④祝力保護増進の衰料とする。

2. 対策と実践

(1)視力管理を下図の様式で実施している

全児童万国試視力表で

学期に1回(4・9・1月）瀾定。

定判

ー

ー

レ

．
常正

万国試視力表により
---— 矯正視力も測庄。

ヽヽ 健康手怯 視カカード

，，，＞ で述絡。
/ 

以上 4つのことから，次のような学校独自のものを試作活

用している。

，、 ：

"'""r.:; 研 ば［たこ と lm•u,I 父兄,i'

学校のさ,., 

しり Lくカード

.l:<H中央 lヽヽ＇れR

'f・ m. 

!tr, 

このカード,!. ;, A '・叫 ' "'よう 1 を 1以•

りやすくし＇ さんしの /-!,0(1ること

をめざ Lてつくり よした，

よごしたり．^ ぷヽ 、：；りし な"''ft-.てf

さし＇

＊さ^ し をふ":・::.;

： ;~ しば；し／，ヽ''¥など,,,,11

●項直馴棟 <~•~ l 

しりょ くの さろく

ばかったII .i 11 - - --------311 

I ~ +-------------
＼ 

•• 
・ぷ庭9りさろく（ 父兄北人）

・・ぶ松の1v,.. ・;,r. -, とう.,り

• lll tt i: 、J いて

●必りについて

● ""'"について

●ぶ/{j(・rlについてif.Q:Lくいる

ことを:,人して tらう．

底師の さろ<If~ 閲，兄｝、）

、,I,,・,I~·: I如v,r .ヽ,,
•、, I A \ 8

I
r
I

ー

1

_
I
"
f

'"'" 、· 1 •,:, 1 0 ' ら" - ,, 社・,1

"-'・・・，i渇切 H ::ついて ll・・・IV.OIの"

・カードは，学年別に色わけし，整理しやすいように

して，保健室に保管し必要に応じて児蛮が持ってい

く。

、視力 0.9以下の児滋に対して

養教二担任之児童二家庭之医師

(3)望遠訓錬を徹底して行なう 。

1日3回， 1回 5分間ほど， 3~5mはなれて，緑か

胄の一点を凝視する。

家庭の協力を得て，努力表などに記入し，個人別にめ
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あてをきめさせるなどして，毎日根気よくする よう指 の3項目を守るよう約束し，努力表に毎日記入させました。

消している。 その結果の回復状況は

(4)個人指森に力をいれる。 よく守る一 1グループ だいたい守る一2グループ

月1回視力の継続測定した結果と，家庭における生活 守らないー 3グループとすると，表 5のような結果と

なった。

（表 5)

の中の勉強部屋のようす特に採光，机をおく位屈およ

び裔さ，姿勢やテレビの見方などについて実態調査を

行なったものとを中心に指蒔する。 ・視力回後率は，正常,~ プJ Iょくな1回 , .. , 悪くな1

姿勢やテレビの見方，照明，勉強部屋のようすなどに グルーう＼＼ っ た111』J 汀っ た に回後した者は，低

ついては，家庭とも連絡をとり ，機会あるごとに指蒔 ％ 学年に多い。

する。 1グループ s2. s J 1s, s 2. 6 ・正常視力に回復した

(5)学級経営の中に，視力対策をとりいれている。 者の内85%は，仮性
2 24. 0 14. 6 3. 2 

(6)食生活や栄養面における配應，特に視力によいといわれ 近視者でした。

るビタミンAの摂取については和極的に指琳をする。 I I I ・表 5から，望遠訓練，

姿勢を正しく ，テレ

3. 中間考察 ビは正しく見る等について根気よく続けることによって効

以上のようなことを実施‘してきたところ，9月現在，次の 果が上ることがわかる。

ような結果が出ました。

（表 4)近視の推移 （眼数） 4. まとめ

i~ 糾 o.2 J o. 3 o. 4 o. s I o. 6 o. 71。.8I。,I 1.0 1.2¥此

4月 I33 I 34 30 I 27 51 I 49 I 22 I 55 I 11 31 11 4 

7月 29 31 I 29 I 30 42 40 33 I 32 18 54 11 9 

9月 26 f 23 32 27 I 31 I 30 __ / 30 I 28 22 65 I 22 22 

・しだいに月をおって良くなっていることがわかる。

・学年別視力回復率 (9月測定）

1年 22人

2年 35人

3年 21人

4年 27人

5年 37人

6年 50人

全校 192人

匿 は言翌は土の中て

〇夏休み中

・望遠訓錬を毎日する

．姿勢は正しく する

・テレビは正しく見る

100 

この問題にとり組んでか

ら日も浅い上，夏休み後と

いう， 目にはよい条件のも

とで視力検査をしたので，

数字のみを信用するのは無

理があるが， しかし次のこ

とはいえる。

①正確な検査が根本であ

る。

② 0.9以下の者は，かな

らず専門医の診察を受

けさせる。

③望遠訓純，姿勢，テレ

ビの見方など，根気よ

く守らせれば仮性近視

の者では，回復する者

が多い。

低視力者を早く発見し，

早い時期に適当な処置をほ

どこし， 家庭との連絡を密

にして徹底することであ

る。
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品質本位の保儘栄養剤

-i~K: 柑•l'i印1粒中 (V_A 3,000国際単位
v・o, 300国際単位

一l VA 2,000国際単位
1粒中 V D2 200国際単位

V Bi(七チル硫酸塩）

2 .75mg 

河合製薬株式会社
噸....

製造発売元

り に ．／ 

一VA 3,000国際単位

1粒中!V 02 300国際単位
V C 20mg 

給食強化剤
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